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1
Nonlinear Interaction and Dynamic Behavior of Moored Submerged Floating
Breakwater under Wave Action / Md. Ataura Rahman, 名古屋大学

防波堤 2005.08

2
広島大学土木教室50年 / 広島大学大学院工学研究科社会環境システム
専攻土木教室

土木工学 2001.07

3
高度総合工学創造実験 平成10年度試行報告-各テーマの実験報告- / 名
古屋大学工学研究科

工学 1999.02.28

4 高度総合工学創造実験 平成10年度試行報告 / 名古屋大学工学研究科 工学 1999.02.28

5
衛生工学科創立40周年記念誌 / 京都大学大学院工学研究科環境工学専
攻

衛生工学 1999.03

6 衛生工学科創立30周年回顧と展望 / 京都大学工学部衛生工学教室 衛生工学 1989.03

7
開発と環境変化に関する学際的研究 / 北海道大学大学院環境科学研究
科

環境変化 別冊 1982.03

8 二十五周年少史 / 京都大学防災研究所 防災 1976
9 四十五周年少史 / 京都大学防災研究所 防災 1996

10
下水汚泥の処理・処分および利用に関する研究報告書 昭和43年度 / 社団
法人土木学会

下水処分 1968

11
下水汚泥の処理・処分および利用に関する研究報告書 昭和44年度 / 社団
法人土木学会

下水処分 1969

12
下水汚泥の処理・処分および利用に関する研究報告書 昭和45年度 / 社団
法人土木学会

下水処分 1970

13
下水汚泥の処理・処分および利用に関する研究報告書 昭和46年度 / 社団
法人土木学会

下水処分 1971

14
下水汚泥の処理・処分および利用に関する研究報告書 昭和47年度 / 社団
法人土木学会

下水処分 1972

15
下水汚泥の処理・処分および利用に関する研究報告書 昭和48・49年度 /
社団法人土木学会

下水処分 1974

16 土木自然学懇談会講演集 / 土木学会 土木工学 1998

17
2002年ヨーロッパ水害調査　報告書 / 2002年ヨーロッパ水害調査団 社団
法人土木学会

水害 2003.03

18
急カーブ用防護柵の構造形式及び支柱補強に関する共同研究報告書 / 財
団法人土木研究センター

防護柵 1990.03

19
資料集 1983年日本海中部地震において顕著な住宅被害が発生した地域に
おける地盤のボーリング柱丈図集並びに個別訪問によう住家被害調査記録
/  東北工業大学教授 浅田秋江

地震 1993.05.26

20 北イタリア（Friuli）地震災害調査報告 / 北イタリア地震災害調査班 地震 1979

21
1983年日本海中部地震における住家被害および地盤変状に及ぼした地盤
構造の影響に関する調査研究（十周年報告書） /  東北工業大学教授 浅田
秋江

地震 1993.05.26

22
東北地方で得られた強震記録に関する資料 / 東北大学工学部自然災害科
学資料室

地震 1983.10

23
宮城県で得られた強震記録に関する資料（1981年～1987年） / 東北大学工
学部自然災害科学資料室

地震 1989.03

24 昭和58年日本海中部地震被害調査速報 / 秋田大学鉱山学部土木工学科 地震 1983

25
1983年日本海中部地震における秋田県男鹿市脇本地区の地盤変状に及ぼ
した地盤構造の影響に関する調査研究（昭和60年度報告） /  東北工業大
学教授 浅田秋江

地震 1986.09

26
強震観測事業推進連絡会議強震速報 1983年8月8日神奈川・山梨県境地
震/ 国立防災科学技術センター

地震 24 1983.10

27
鳥取地震災害資料（昭和57年度 文部省特定研究経費による研究） / 米子
工業高等専門学校 地域防災研究班

地震 1983

28
地震を受ける構造物の解析に関する研究 / 名古屋大学工学部土木教室
島田静雄

地震 1968.09

29 一質点系の応答特性 / 名古屋大学工学部土木図書室 島田静雄 地震 1968.09

30
資料・文献の管理と機械化について / 名古屋大学工学部土木図書室 島田
静雄

地震 1971.01

31 振動測定総合報告書 / 名古屋大学工学部土木図書室 島田静雄 地震 1971.09
32 タイ国メクロン川洪水予警報システム調査報告書 / 国際協力事業団 災害予防 1978.09

33
河川整備基金事業 自然的攪乱・人為的インパクトと河川生態系の関係に
関する研究 / 財団法人河川環境管理財団

河川工学 2002.11

34
河川環境総合研究所報告 / 財団法人河川環境管理財団 河川環境操業研
究所

河川工学 5 1999.07

35
昭和60年度災害科学総合研究河川分科会シンポジウム 河川災害に関する
シンポジウム / 災害科学総合研究半河川災害分科会 土木学会水理委員
会

水害 1986.02.04

36
平成2年度河川災害に関するシンポジウム / 重点領域研究「自然災害」総
合研究班 土木学会水理委員会

水害 1991.03.20

37
第7回地域シンポジウム「環境財としての河川 内湾系のあり方を考える」 美
川湾修復の視点 / 土木学会環境システム委員会

河川工学 1998.01.23

KAKENデータベース
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38 八代市文化財調査報告書 八代海干拓施設調査報告 / 八代市教育委員会 遺跡・遺物 22 2004.02

39
アルミニウム合金製高強度型防護柵の開発に関する共同研究報告書 / 建
設小土木研究所道路部交通安全研究室 社団法人軽金属協会土木製品開
発委員会

防護柵 1990.03

40
昭和52年橋梁ジョイントの耐久性調査報告書 / 建設省中部地方建設局中
部技術事務所

橋梁 1978.06

41
昭和50年度橋梁のジョイント構造に関する調査報告書 / 建設省中部地方
建設局中部技術事務所

橋梁 1976.04

42
昭和49年度橋梁のジョイント構造に関する調査報告書 / 中部地方建設局
中部技術事務所

橋梁 1975.04

43 第35回建設省技術研究会講演概要　自由課題共通部門 / 建設省 講演集 1981.11

44
昭和49年度舗装に関する経年調査報告書 / 中部地方建設局中部技術事
務所

舗装 1975.04

45
昭和48年度舗装に関する経年調査報告書 / 中部地方建設局中部技術事
務所

舗装 1974.04

46
細粒土を材料とする盛土の締固め施工基準に関する研究 / 建設省中部地
方建設局名古屋技術事務所材料試験課

舗装 25 1968.03

47
昭和52年度河川構造物の設計施工に関する試験調査報告書 / 建設省中
部地方建設局中部技術事務所

河川工学 1977.10

48
昭和50年度河川構造物の設計施工に関する試験調査報告書 / 建設省中
部地方建設局中部技術事務所

河川工学 1976.03

49
昭和52年度湖の水底浚渫機械に関する調査試験報告書 / 建設省中部地
方建設局中部技術事務所

河川工学 1978.04

50
昭和51年度湖の水底浚渫機械に関する調査試験報告書 / 建設省中部地
方建設局中部技術事務所

河川工学 1977.05

51
平成3年度のり面保護工の維持点検手法に関する試験調査報告書 / 建設
省中部地方建設局中部技術事務所

構造物 1992.03

52
路面標示等の効果に関する調査報告書 / 建設省中部地方建設局中部技
術事務所

構造物 1992.03

53
平成元年度改修工事用機械に関する調査試験報告書（無濁水浚渫機械に
関する調査試験） / 建設省中部地方建設局中部技術事務所

機械 1990.03

54
昭和62年度細粒土の有効利用調査 / 建設省中部地方建設局中部技術事
務所

土壌 1988.03

55
昭和56年度法面除草機械の開発に関する調査試験報告書（ローリングリー
チモア装着形車輪式草刈車） / 建設省中国地方建設局中国技術事務所

機械 1982.03

56
昭和54年度コンクリートの合理化施工に関する調査報告書 / 建設省中国
地方建設局中国技術事務所

コンクリート 1980.03

57
昭和54年度スラッジ混入コンクリートの性状試験報告書 / 建設省中国地方
建設局中国技術事務所

コンクリート 1980.03

58
昭和54年度スラグの利用に関する調査報告書 / 建設省中国地方建設局中
国技術事務所

金属 1980.03

59
昭和54年度緑化に関する調査報告書（堤防植生実態調査）（道路植栽実態
調査） / 建設省中国地方建設局中国技術事務所

緑化 1980.03

60
昭和54年度植栽帯管理用機械に関する調査報告書 / 建設省中国地方建
設局中国技術事務所

植栽 1980.03

61
本州・四国連絡架橋重要構造物調査報告書 上部構造設計示方書（案） 下
部構造設計示方書（案）/ 建設省土木研究所

橋梁 1 1962.03

62
本州・四国連絡架橋重要構造物調査報告書 (昭和36年度）/ 建設省土木研
究所

橋梁 1 1962.03

63 水資源開発総合計画 / 建設省河川局河川計画課 河川工学 1 1965.07

64
昭和51年度コンクリート構造物取り壊しに関する調査試験報告書 / 建設省
中部地方建設局中部技術事務所

コンクリート 1977.04

65
昭和51年度道路標識(案内標識）に関する調査研究報告書 / 建設省中部
地方建設局中部技術事務所

標識 1977.06

66
昭和50年度舗装寿命とオーバーレイ厚に関する調査 / 中部地方建設局中
部技術事務所

舗装 1976.03

67
昭和50年度玉石混り地層における無水ボーリングマシンの施工性調査調査
報告書 / 建設省中部地方建設局中部技術事務所

地質調査 1976.03

68
昭和50年度軟弱沖積層における地震に関する調査試験報告書（地震観測
装置の設置） / 中部地方建設局中部技術事務所

地震 1976.04

69
昭和50年度交通公害に関する調査報告書（振動） / 建設省中部地方建設
局中部技術事務所

振動 1976.04

70
昭和50年度軟弱地盤上の道路横断構造物設計に関する調査報告書 / 建
設省中部地方建設局中部技術事務所

道路 1976.03

71
昭和50年度山地部道路検索作業の機械化に関する調査報告書 / 中部地
方建設局中部技術事務所

道路 1976.04

72
昭和50年度老朽橋破壊試験報告書 / 建設省中部地方建設局中部技術事
務所

橋梁 1976.03
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73
昭和50年度地すべりに関する観測調査報告書 / 中部地方建設局中部技術
事務所

地すべり 1976.04

74
昭和50年度ダムコンクリート配合に関する調査試験報告書 / 中部地方建設
局中部技術事務所

ダム 1976.06

75
昭和50年度大沢崩れ火山礫等の利用に関する調査試験報告書 / 建設省
中部地方建設局中部技術事務所

火山 1976.05

76
昭和49年度大沢崩れ火山礫等の利用に関する調査試験報告書 / 中部地
方建設局中部技術事務所

火山 1975.05

77
昭和53年度ダム仮設備機械計画に関する調査試験報告書 / 建設省中部
地方建設局中部技術事務所

ダム 1979.03

78
昭和52年度ダム仮設備機械計画に関する調査試験報告書（中間報告） /
建設省中部地方建設局中部技術事務所

ダム 1978.06

79
昭和49年度アスファルト配合設計（流動性）に関する調査 / 中部地方建設
局中部技術事務所

アスファルト 1975.04

80
昭和48年度アスファルト流動性調査報告書 / 中部地方建設局中部技術事
務所

アスファルト 1974.04

81
昭和54年度アスファルト舗装のすべり及び塑性流動に関する調査報告書
（昭和49年度試験舗装に関する調査） / 建設省中国地方建設局中国技術
事務所

アスファルト 1980.03

82
昭和54年度アスファルト舗装のすべり及び塑性流動に関する調査報告書
（竹屋試験舗装に関する調査） / 建設省中国地方建設局中国技術事務所

アスファルト 1980.03

83
昭和53年度高温トンネル施工の開発に関する調査試験報告書 / 建設省中
部地方建設局中部技術事務所

トンネル 1979.03

84
昭和52年度トンネル工事における機械化施工に関する調査試験（高温・高
湿トンネル掘削についての調査試験）（中間報告） / 建設省中部地方建設
局中部技術事務所

トンネル 1978.03

85
昭和51年度トンネル工事における機械化施工に関する調査試験（高温・高
湿トンネル掘削についての調査試験）報告書 / 建設省中部地方建設局中
部技術事務所

トンネル 1977.05

86
昭和49年度公害に関する調査報告書（騒音） / 中部地方建設局中部技術
事務所

公害 1975.04

87
昭和49年度公害に関する調査報告書（振動） / 中部地方建設局中部技術
事務所

公害 1975.04

88
昭和49年度公害に関する調査報告書（排気ガス） / 中部地方建設局中部
技術事務所

公害 1975.04

89
昭和50年度中部地方に於ける骨材の実態調査報告書 / 建設省中部地方
建設局中部技術事務所

骨材 1976.05

90
昭和49年度中部地方に於ける骨材の実態調査 / 中部地方建設局中部技
術事務所

骨材 1975.05

91 気候資料利用案内　気象台・測侯所編 / 気象庁 気象 1985

92
東北地区自然科学資料目録 1978年宮城県沖地震に関する資料目録 / 東
北大学工学部自然災害科学資料室

地震 19 1981.06

93
東北地区自然科学資料目録 昭和63年の冷害に関する資料目録 / 東北大
学工学部自然災害科学資料室

冷害 33 1989.06

94
東北地区自然科学資料目録 東北地方における降積雪の特性と雪害防止
対策に関する資料目録 / 東北大学工学部自然災害科学資料室

雪害 32 1989.03

95
東北地区自然科学資料目録 東北地方の雪の強度特性と雪害に関する資
料目録 / 東北大学工学部自然災害科学資料室

雪害 27 1985.03

96
東北地区自然科学資料目録 埋設管路の震害（特に造成地盤）に関する資
料目録 / 東北大学工学部自然災害科学資料室

自然災害 26 1984.03

97 突発災害調査研究の総括4 / 自然災害科学総合研究班 自然災害 1983.03

98
自然災害における社会科学的問題点 ワークショップ報告書 / 自然災害科
学総合研究班

自然災害 1981.10

99 阿蘇火山の集中総合観測（第2回）報告（1981年8～12月） / 火山 1984.03

100
自然災害科学キーワード用語集 / 文部省・自然災害特別研究 自然災害あ
学・資料収集解析研究班（キーワード用語委員会）

自然災害 1983.03

101
シラス災害に関する資料目録（昭和41年12月以降） / 災害科学総合研究班
西部地区部会

自然災害 1971.03

102
昭和42年7月豪雨災害（九州地区）資料目録 / 災害科学総合研究班西部地
区部会

雨 1971.03

103
超関数理論の概観と波動論への応用 / 田治米鏡二 自然災害科学北海道
地区資料センター

自然災害 1984.12.28

104
有珠山における地形変化・土砂災害との植生の回復：1977-1984年図表集
/ 自然災害科学北海道地区資料センター

土砂災害 1986.03

105
災害情報と避難に関するシンポジウム/ 日本学術会議災害工学研究連絡
会自然災害科学総合研究班

避難 1984.08

106
災害時の都市生活機能-震災を対象として-ワークショップ/ 自然災害科学
総合研究班

自然災害 1984.03

107
自然災害科学に於ける各専門分野の現状と成果並びに将来の展望/ 自然
災害科学総合研究班

自然災害 1984.03
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108
自然災害協議会西部地区部会報　研究論文集 / 自然災害研究協議会西
部地区部会

自然災害 28 2004.02

109
北海道における災害写真のスライド資料目録 / 自然災害科学北海道資料
センター

自然災害 1985.03

110 科学技術研究調査に附帯するエネルギー研究調査報告 / 総務庁統計局 エネルギー
平成2年
版

1990

111 科学技術研究調査に附帯するエネルギー研究調査報告 / 総務庁統計局 エネルギー
平成元年
晩

1989

112 科学技術研究調査に附帯するエネルギー研究調査報告 / 総務庁統計局 エネルギー
昭和63年
版

1988

113
名古屋圏における高速鉄道を中心とする交通網の整備に関する基本計画
について（運輸政策審議会答申第12号）

高速鉄道 1992.01

114 発表論文表題集 / 船舶技術研究所 船舶
1976.1～
1980.12

1982.03

115 船型試験資料　抵抗編No,2 / 運輸省船舶技術研究所 船舶 2 1968.06

116
米国およびカナダにおける空港土木の現況（視察報告） / 運輸省港湾技術
研究所

空港土木 1967.01

117
米国およびカナダにおける空港土木の現況（視察報告） 付表および付図 /
運輸省港湾技術研究所

空港土木 1967.01

118 特定研究（災害科学）研究報告集録 / 災害科学総合研究班 防災科学 1972.03 KAKENになし

119
昭和47年7月豪雨災害の調査と防災研究 / 自然災害科学の総合研究 矢
野勝正

水害 1973.03 KAKENになし

120
瀬戸内海地域における災害の特性に関する総括的研究 最終報告書 / 広
島大学前川力

災害 1973.03
瀬戸内海地域における災害の特性に関する総合的研
究

前川 力
X00022--
---91074

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022-----91074/

121
気候変動と降水特性よりみた東北裏日本における気象災害の地域特性 研
究報告

気象災害 1978.03
気候変動と降水特性よりみた東北裏日本における気象
災害の地域特性

梶川 正弘
X00022--
--202511

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----202511/

122 漂砂の動態と海岸侵食制御に関する研究 / 椹木亨 海岸 A-53-6 1978.10 漂砂の動態と海岸侵食制御に関する研究 椹木 亨
X00022--
--002028

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----002028/

123 九州の火山地域における地盤災害の評価と対策 / 山崎達雄 災害 1980.06 九州の火山地域における地盤災害の評価と対策 山崎 達雄
X00022--
--202026

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----202026/

124
地学的特性を考慮した地震災害の予測の研究 -相模湾・東京湾沿岸をモデ
ルケースとして- / 森本良平

災害 1980.11 地学的特性を考慮した地震動災害の予測の研究 森本 良平
X00022--
--202008

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----202008/

125 セントヘレンズ火山の噴火活動とそれに伴う災害の研究 / 下鶴大輔 火山 1981.03 KAKENになし

126
昭和55･56年豪雪によるなだれ・地すべり災害及び交通障害の調査研究（豪
雪災害調査班：班長 中峠哲朗） / 石原安雄

雪害 1981.03 KAKENになし

127
東北、北海道における昭和55年夏季の異常低温による農作物の実態調査
と解析 / 藤瀬一馬

農業災害 1981.03 KAKENになし

128
RCおよびPC構造物における海砂使用上の問題点解明に関する総合研究 /
九州工業大学工学部 渡辺明

土木材料 1981.03
RCおよびPC構造物における海砂使用上の問題点解明
に関する総合研究

渡辺 明
X00050--
--335025

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00050----335025/

129
噴火災害の特質とHazard Mapの作製およびそれによる噴火災害の予測の
研究 / 下鶴大輔

火山 A-56-1 1981.04
噴火災害の特質と Hazard Map の作製およびそれによ
る噴火災害の予測の研究

下鶴 大輔
X00022--
--302013

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----302013/

130 地球電磁気学的手法による断層活動度の研究 / 乗富一雄 断層 A-56-2 1981.05 地球電磁気学的手法による断層活動度の研究 乗富 一雄
X00022--
--302007

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----302007/

131 高潮の発生機構とその極値に関する研究 / 土屋義人 高潮 A-56-4 1981.03 高潮の発生機構とその極値に関する研究 土屋 義人
X00022--
--302027

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----302027/

132 集中豪雨の予知と対策 / 高棹琢馬 雨 A-56-5 1982.01 集中豪雨災害の予知とその対策の研究 高棹 琢馬
X00022--
--402023

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----402023/

133 ゼロメートル地帯の被災と災害対策の研究 / 松沢勲 災害 A-56-6 1982.01 ゼロメートル地帯の被災と災害対策の研究 松沢 勲
X00022--
--302018

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----302018/

134
昭和56年8月北海道豪雨災害に関する調査研究（研究課題番号 56020501)
/ 北海道大学工学部 岸力

雨 1982.03 昭和56年8月北海道豪雨災害に関する調査研究 岸 力 56020501 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020501/

135
既存コンクリート構造物の健全度評価方法に関する研究（課題番号
535021） / 京都大学工学部 岡田清

コンクリート 1982.03
既存コンクリート構造物の健全度評価方法に関する研
究

岡田 清
X00050--
--535021

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00050----535021/

136 有珠山における泥流災害とその対策に関する研究 / 門村浩 火山 A-57-7 1982.04 有珠山における泥流災害とその対策に関する研究 門村 浩
X00022--
--502002

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502002/

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022-----91074/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----202511/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----002028/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----202026/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----202008/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00050----335025/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----302013/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----302007/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----302027/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----402023/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----302018/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020501/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00050----535021/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502002/
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137 都市の豪雪による災害とその対策 / 渡邉善八 雪害 A-57-1 1982.05 都市の豪雪による災害とその対策 渡辺 善八
X00022--
--402005

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----402005/

138 傾斜農林地の開発に伴う自然災害の防止に関する研究 / 河村三郎 土質力学 A-57-3 1982.05
傾斜農林地の開発に伴う自然災害の防止に関する研
究

河村 三郎
X00022--
--402012

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----402012/

139
地下構造の不規則な地域での地震動災害とその防止に関する研究 / 吉川
宗治

地震 A-57-5 1982.06
地下構造の不規則な地域での地震動災害とその防止
に関する研究

吉川 宗治
X00022--
--402026

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----402026/

140 冷気の流れによる農林植物災害とその対策の研究 / 吉村不二男 冷害 A-57-8 1982.09 冷気の流れによる農林植物災害とその対策の研究
吉村 不二
男

X00022--
--502024

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502024/

141
1982年3月21日浦河沖地震調査報告 General Report on Urakawa-Oki,
Japan, Earthquake, of March 21, 1982

地震 1983.02 KAKENになし

142 豪雨による表層崩壊の発生に関する研究 / 駒村富士弥 雨 57020021 1983.03 豪雨による表層崩壊の発生に関する研究
駒村 富士
弥

57020021 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020021/

143
PC板埋設型枠の利用による新省力・迅速施工法に関する研究 / 九州工業
大学工学部 渡辺明

土木材料 1983.03
PC板埋設型枠の利用による新省力・迅速施工法に関
する研究

渡辺 明 56460125 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56460125/

144
陸上に氾濫した津波の挙動と津波の流動による被災のメカニズムに関する
研究 / 東京大学工学部　堀川清司

津波 A-58-2 1983.09
陸上に氾濫した津波の挙動と津波の流動による被災の
メカニズムに関する研究

堀川 清司
X00022--
--502007

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502007/

145 竜巻など瞬発性気象災害の実態とその対策に関する研究 / 光田寧 災害 A-58-3 1983.09
竜巻など瞬発性気象災害の実態とその対策に関する研
究

光田 寧
X00022--
--502017

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502017/

146
1983年4月27日東北地方山林火災大規模化をもたらした異常乾燥強風に関
する研究 / 近藤純正

災害 B-58-1
1983年4月27日東北地方山林火災大規模化をもたらし
た異常乾燥強風に関する研究

近藤 純正 58022001 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58022001/

147 被災状況における避難行動の予測と制御に関する研究 / 三隅二不二 避難 A-58-6 1984.02 被災状況における避難行動の予測と制御に関する研究
三隅 二不
二

X00022--
--502020

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502020/

148
大地震時における都市生活機能の被害予測とその保全システムに関する
研究 / 志賀敏男

地震 A-58-1 1984.03
大地震時における都市生活機能の被害予測とその保
全システムに関する研究

志賀 敏男
X00022--
--502004

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502004/

149 昭和58年7月山陰豪雨災害の調査研究 / 角屋睦 雨 B-58-3 1984.03 昭和58年7月山陰豪雨災害の調査研究 角屋 睦 58022003 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58022003/

150
都市近郊保安林の防災機能に関する基礎的研究 / 三重大学農学部 駒村
富士弥

保安林 58020018 1984.03 都市近郊保安林の防災機能に関する基礎的研究
駒村 富士
弥

58020018 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020018/

151 1983年日本海中部地震による災害の総合的調査研究 / 乗富一雄 日本海中部地震 58022002 1984.03 1983年日本海中部地震による災害の総合的調査研究 乗富 一雄 58022002 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58022002/

152
災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研究 研究報告 / 石原
安雄

防災科学 58020027 1984.03
災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研
究

石原 安雄 58020027 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020027/

153
地震および火山噴火の前駆現象 ワークショップ報告書 / 自然災害科学総
合研究班

地震予知 1984.03 KAKENになし

154 柔構造の強風災害防止のための設計規範に関する研究 / 伊藤学 建築構造 A-59-1 1984.06
柔構造の強風災害防止のための設計規範に関する研
究

伊藤 学 56020005 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020005/

155 火山ガス測定による噴火予測に関する基礎研究 / 小坂丈予 噴火予知 A-59-4 1984.09 火山ガス測定による噴火予測に関する基礎研究 小坂 丈予 56020010 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020010/

156 砂浜決壊の防止工法とその適用性に関する研究 / 尾崎晃 防波堤 A-59-1 1984.10 砂浜決壊の防止工法とその適用性に関する研究 尾崎 晃 56020001 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020001/

157 断層運動における短周期挙動と入力地震波の推定 / 佐藤良輔 断層 A-59-3 1984.10 断層運動における短周期挙動と入力地震波の推定 佐藤 良輔 56020007 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020007/

158
災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研究 研究成果報告 /
石原安雄

自然災害 1985.03
災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研
究

石原 安雄 59020026 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020026/

159 1984年長野県西部地震の地震および災害の総合調査 / 飯田汲事 地震 59020202 1985.03 1984年長野県西部地震の地震および災害の総合調査 飯田 汲事 59020202 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020202/

160 土砂災害に対する樹林帯の防災機能に関する基礎的研究 / 駒村富士弥 樹林帯 59020020 1985.03
土砂災害に対する樹林帯の防災機能に関する基礎的
研究

駒村 富士
弥

59020020 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020020/

161
作物被害の要因としての接地層内の異常冷却の発生機構と量的予知に関
する研究 / 近藤純正

冷害 A-60-4
作物被害の要因としての接地層内の異常冷却の発生
機構と量的予知に関する研究

近藤 純正 57020006 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020006/

162 都市河川の治水トータルシステムの信頼性に関する研究 治水 A-60-5 1985.11
都市河川の治水トータルシステムの信頼性に関する研
究

吉川 秀夫 57020040 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020040/

163 濃尾臨海低平地域の水災害に対する居住安全性の評価 / 細井正延 風水害 A-60-1 1985.11
濃尾臨海低平地域の水災害に対する居住安全性の評
価

細井 正延 57020020 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020020/

164
地盤の劣化とその地域特性を考慮した崩壊危険度の評価に関する研究 /
芥川真知

建設工学 A-60-2 1985.12
地盤の劣化とその地域特性を考慮した崩壊危険度の評
価に関する研究

芥川 真知 57020009 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020009/

165 昭和60年6月山口県西部地区の豪雨災害の調査研究 / 大原資生 雨 B-60-2 1986.03 昭和60年6月山口県西部地区の豪雨災害の調査研究 大原 資生 60020047 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020047/

166
梅雨前線豪雨による能登地域災害の総合調査と今後の防災対策に関する
研究 / 高瀬信忠

風水害 B-60-3 1986.03
梅雨前線豪雨による能登地域災害の総合調査と今後
の防災対策に関する研究

高瀬 信忠 60020046 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020046/

167 イタリア北部スタバにおけるダム決壊災害の調査研究 / 村本嘉雄 ダム B-60-4 1986.03 イタリア北部スタバにおけるダム決壊災害の調査研究 村本 嘉雄 60070048 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60070048/

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----402005/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----402012/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----402026/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502024/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020021/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56460125/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502007/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502017/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58022001/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502020/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-X00022----502004/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58022003/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020018/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58022002/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020027/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020005/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020010/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020001/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-56020007/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020026/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020202/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020020/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020006/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020040/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020020/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020009/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020047/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020046/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60070048/
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168 1985長野市地附山地すべりの災害調査研究 / 川上浩 地すべり B-60-5 1986.03 1985年長野市地附山地すべりの災害調査研究 川上 浩 60020045 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020045/

169 マサ土地帯における土砂災害の予測と防止に関する研究 / 網干寿夫 土砂災害 57020033 1986.03
マサ土地帯における土砂災害の予測と防止に関する研
究

網干 寿夫 57020033 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020033/

170
南米コロンビア国ネバド・デル・ルイス火山の1985年噴火と災害に関する調
査研究 / 勝井義雄

火山 B-60-7 1986.03
南米コロンビア国ネバド・デル・ルイス火山の1985年噴
火と災害に関する調査研究

勝井 義雄 60020050 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020050/

171 1985年チリ地震に関する調査研究 / 伯野元彦 地震 B-60-1 1986.03 1985年チリ地震に関する研究 伯野 元彦 60025048 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60025048/

172 1985年メキシコ地震に関する調査研究 / 和泉正哲 地震 B-60-6 1986.03 1985年メキシコ地震に関する調査研究 和泉 政哲 60020049 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020049/

173 応力履歴を受けた砂の低拘束圧時の挙動に関する研究/ 小川正二 地盤 59550323 1986.03
応力履歴を受けた砂の低拘束圧時の挙動に関する研
究

小川 正二 59550323 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59550323/

174 砂防ダムの機能評価に関する基礎的研究 / 堀内照夫 ダム 60020025 1986.03 砂防ダムの機能評価に関する基礎的研究 堀内 照夫 60020025 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020025/

175
液状化層を含む地盤の振動挙動に関する研究 / 長岡技術科学大学工学
部  池田俊雄

地盤 59350033 1986.03 液状化層を含む地盤の振動挙動に関する研究 池田 俊雄 59350033 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59350033/

176
洪水時における河川堤防の安全性と水防技術の評価に関する研究 / 村本
嘉雄

堤防 A-61-5 1986.11
洪水時における河川堤防の安全性と水防技術の評価
に関する研究

村本 嘉雄 58020025 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020025/

177
関東平野直下の地震活動及び地震動予測についての基礎的研究 / 宇佐
美龍夫

地震動予測 A-61-2 1987.02
関東平野直下の地震活動及び地震動予測についての
基礎的研究

宇佐美 龍
夫

58020014 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020014/

178
九州山地における土砂災害の消長と広域火山活動に関する研究 / 鹿児島
大学農学部 下川悦郎

火山灰土 61020034 1987.03
九州山地における土砂災害の消長と広域火山活動に
関する研究

下川 悦郎 61020034 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-61020034/

179
1986年台風10号による関東・東北地方の災害に関する調査研究 / 東京大
学工学部 高橋裕

水害 61020039 1987.03
1986年台風10号による関東・東北地方の災害に関する
調査研究

高橋 裕 61020039 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-61020039/

180
災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研究 研究成果報告 /
石原安雄

自然災害 60020030 1986.03
災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研
究

石原 安雄 60020030 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020030/

181
災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研究 研究成果総括報
告 / 石原安雄

自然災害 61020022 1987.03
災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研
究

石原 安雄 61020022 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-61020022/

182 地震災害事象の通信・面接・現地調査法にもとづく組織的研究 / 太田裕 震災 A-61-6 1987.03
地震災害事象の通信・面接・現地調査法にもとづく組織
的研究

太田 裕 59020002 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020002/

183
1986年梅雨末期集中豪雨による鹿児島市内のシラス災害に関する調査研
究 / 露木利貞

山崩 B-61-1 1987.03
1986年梅雨末期集中豪雨による鹿児島市内のシラス災
害に関する調査研究

露木 利貞 61020038 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-61020038/

184
地震時におけるライフライン系を含む都市機能の防災と復旧過程に関する
研究 / 山田善一

震災 A-61-4 1987.03
地震時におけるライフライン系を含む都市機能の防災と
復旧過程に関する研究

山田 善一 58020021 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020021/

185 学童防災教育のあり方とその教育効果判定法に関する研究 / 水野欽司 防災教育(学校) A-62-4 1987.12
学童防災教育のあり方とその教育効果判定法に関する
研究

水野 欽司,
林 知己夫

59020039 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020039/

186
Study Report of Damage Done by the 1987 Earthquakes in Ecuador / M.
Hokuno

地震 B-62-2 1988.03 KAKENになし

187
資料解析に基づく防災ポテンシャルの変遷に関する研究－中間研究報告
－ / 名古屋大学理学部　水谷伸治郎

防災 62601016 1988.03
資料解析に基づく防災ポテンシャルの変遷に関する研
究

水谷 伸治
郎

62601016 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62601016/

188
1987年北海道層雲峡溶結凝灰岩崩壊とその災害に関する調査研究 / 勝井
義雄

凝灰岩 B-62-1 1988.03 KAKENになし

189 1987年ロスアンゼルス地震と都市機能障害の調査研究 地震 B-62-3 1988.03 KAKENになし

190
1987年モンスーン季の豪雨によるバングラデシュの洪水氾濫災害の調査研
究  / 村本嘉雄

水害 B-62-5 1988.03 KAKENになし

191 日本海中部地震津波の発生・増幅機構と破壊力 / 首藤伸夫 地震 A-63-1 1988.09 日本海中部地震津波の発生・増幅機構と破壊力 首藤 伸夫 62020001 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62020001/

192 森林の土砂災害防止機能に関する研究 / 山口伊佐夫 森林保護 A-63-2 1988.09 森林の土砂災害防止機能に関する研究
山口 伊佐
夫

62020002 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62020002/

193 地震動予測精密化のための地下深部構造の研究 / 浅野周三 地震 A-63-3 1989.02 地震動予測精密化のための地下深部構造の研究 浅野 周三 62020003 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62020003/

194
降ひょうと下降流突風（ダウンバースト）による災害に関する研究 / 小元敬
男

隆ひょう A-63-4 1989.02
降ひょうと下降流突風(ダウンバースト)による災害に関
する研究

小元 敬男 62020005 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62020005/

195 昭和63年北海道中西部（留萌・空知地域）の豪雨災害調査 / 岸力 水害 B-63-3 1989.03 KAKENになし

196 沖積河川における洪水流の制御と治水安全度の向上に関する研究 / 岸力 水害予防 A-62-1 1988.03
沖積地河川における洪水流の制御と治水安全度の向
上に関する研究

岸 力 59020003 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020003/

197 1988年7月島根・広島豪雨災害の調査研究 / 芦田和男 水害 B-63-2 1989.03 KAKENになし

198 1988年南西諸島および九州中西部豪雨災害の調査研究 / 平野宗夫 水害 B-63-1 1989.03 KAKENになし

199
1988年十勝岳火山噴火の推移, 発生機構および社会への影響に関する調
査研究 / 勝井義雄

噴火予知 B-63-5 1989.03 KAKENになし

200
飛来物衝突衝撃に対する鉄筋コンクリート構造物の安全性評価 / 日本大
学生産工学部 能町純雄

鉄筋コンクリートスラブ 62850089 1989.03
飛来物衝突衝撃に対する鉄筋コンクリート構造物の安
全性評価

能町 純雄 62850089 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62850089/

201
On the 21 august 1988 earthquake in the Nepal-India border region /
Natural Disaster Science

地震 B-63-4 1989.03 KAKENになし

202
Study report on disasters caused by the 1988 heavy rainfall in the state of
Rio de Janeiro / Natural Disaster Science

雨 B-62-7 1989.03 KAKENになし

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020045/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-57020033/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020050/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60025048/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020049/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59550323/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020025/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59350033/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020025/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020014/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-61020034/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-61020039/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-60020030/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-61020022/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020002/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-61020038/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-58020021/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020039/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62601016/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62020001/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62020002/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62020003/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62020005/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-59020003/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62850089/
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203
山地開発に伴う斜面崩壊の特徴とその防災について / 山梨大学工学部 萩
原能男

地すべり 63601514 1989.03 山地開発に伴う斜面崩壊の特徴とその防災について 荻原 能男 63601514 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-63601514/

204
資料解析に基づく防災ポテンシャルの変遷に関する研究 -中間研究報告-
/ 水谷伸治郎

自然災害 63601018 1989.03
資料解析に基づく防災ポテンシャルの変遷に関する研
究

水谷 伸治
郎

02201118 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-02201118/

205 災害警報と避難行動に関する研究 研究成果報告書 / 鈴木裕久 避難 63601014 1989.07 災害警報と避難行動に関する研究 鈴木 裕久 63601014 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-63601014/

206
1989年ロマプリ-タ地震によるサンフランシスコ湾岸地域等の被害に関する
調査研究 / 亀田弘行

地震 B-1-3 1990.03
1989年ロマプリ-タ地震によるサンフランシスコ湾岸地域
の被害に関する調査研究

亀田 弘行 01102044 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-01102044/

207 都市における地盤の地震危険度に関する研究 / 石原研而 地震 01601013 1990.03 都市における地盤の地震危険度に関する研究 石原 研而 01601013 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-01601013/

208 土石流の発生及び規模の予測に関する研究 / 片岡順 土石流 1990.03 土石流の発生及び規模の予測に関する研究 片岡 順 01601019 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-01601019/

209 都市住空間の震災予測と耐震化システムに関する研究 / 柴田明徳 耐震構造 1990.03 都市住空間の震災予測と耐震化システムに関する研究 柴田 明徳 01601008 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-01601008/

210 豪雨出水の実時間予測と制御に関する研究 / 高棹琢馬 雨 1990.03 豪雨出水の実時間予測と制御に関する研究 高棹 琢馬 01601022 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-01601022/

211 豪雨による土砂崩壊の予測に関する研究 / 道上正䂓 雨 1990.03 豪雨による土砂崩壊の予測に関する研究 道上 正規 01601027 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-01601027/

212 社会組織の防災力に関する研究 / 水野欽司 災害予防 1990.03 社会組織の防災力に関する研究 水野 欽司 63601035 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-63601035/

213
繰返し正負せん断力を受けるコンクリート打継目の挙動に関する研究 / 東
京理科大学理工学部 田村浩一

コンクリート打継目 62550351 1990.03
繰返し正負せん断力を受けるコンクリ-ト打継用の挙動
に関する研究

田村 浩一 62550351 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62550351/

214
建築構造物のシステム性能を主制御パラメターとする多段階応答指定設計
法 / 京都大学工学部 中村恒善

建築骨組 62460170 1990.03
建築構造物のシステム性能を主制御パラメタ-とする多
段階応答指定設計法

中村 恒善 62460170 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-62460170/

215 ハイブリッド実験の応用マニュアル / 伯野元彦 耐震建築 1990.03
ハイブリッド実験手法の高精度・高速化と汎用的利用法
に関する総合的研究

伯野 元彦 63302042 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-63302042/

216 強震動および津波の予測と破壊能評価に関する研究 / 平澤朋郎 津波 1990.03 強震動および津波の予測と破壊能評価に関する研究 平澤 朋郎 01601005 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-01601005/
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図-110 Ha-1-7 ボーリング柱状図 110
図-111 Ha-1-8 ボーリング柱状図 110
表-14 芦崎の被害調査記録表 111

3-3 大口
図-112 大口の地形・地質，住家被害，地盤変状
図および家屋配置図

119

図-113 Ha-59-2 ボーリング柱状図 120
図-114 Ha-59-3 ボーリング柱状図 120
図-115 Ha-59-4 ボーリング柱状図 121
図-116 Ha-59-5 ボーリング柱状図 121
図-117 Ha-1-9 ボーリング柱状図 122
図-118 Ha-1-10 ボーリング柱状図 122
図-119 Ha-1-11 ボーリング柱状図 123
図-120 Ha-1-12 ボーリング柱状図 123
図-121 Ha-1-13 ボーリング柱状図 124
図-122 Ha-1-14 ボーリング柱状図 124
図-123 Ha-1-15 ボーリング柱状図 125
表-15 大口の被害調査記録表 126

3-4 浜田（ハマダ）
図-124 浜田の地形・地質,住家被害,地盤変状図
および家屋配置図

137

図-125 Ha-59-6 ボーリング柱状図 138
図-126 Ha-59-7ボーリング柱状図 138
図-127 Ha-59-9 ボーリング柱状図 139
図-128 Ha-1-17 ボーリング柱状図 139
図-129 Ha-1-18 ボーリング柱状図 140
図-130 Ha-1-20 ボーリング柱状図 140
図-131 Ha-1-21 ボーリング柱状図 141
図-132 Ha-1-22 ボーリング柱状図 141
図-133 Ha-1-23 ボーリング柱状図 142
図-134 Ha-1-24 ボーリング柱状図 142
図-135 Ha-1-25 ボーリング柱状図 143
表-16 浜田の被害調査記録表 144
図-136 (3-1)~(3-4)以外の区域のボーリング位
置図　(その1)大口,浜田

160

図-137 (3-1)~(3-4)以外の区域のボーリング位
置図　(その1)大口,浜田　(その2)大曲,鵜川

161

図-138 (3-1)~(3-4)以外の区域のボーリング位
置図　(その3)大谷地

162

図-139 Ha-59-1 ボーリング柱状図 163
図-140 Ha-59-8ボーリング柱状図 163
図-141 Ha-59-10 ボーリング柱状図 164
図-142 Ha-59-11 ボーリング柱状図 164
図-143 Ha-59-12 ボーリング柱状図 165
図-144 165
図-145 166

4 秋田県能代市浅内地区
4-1 浜浅内
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図-146 浜浅内の地形・地質,住家被害,地盤変状
及び家屋配置図

167

図-147 A-58-1 ボーリング柱状図 168
図-148 A-59-1 ボーリング柱状図 169
図-149 A-59-2 ボーリング柱状図 169
図-150 A-59-3 ボーリング柱状図 170
図-151 A-59-4 ボーリング柱状図 170
図-152 A-60-1 ボーリング柱状図 171
図-153 A-2-1 ボーリング柱状図 171
図-154 A-2-2 ボーリング柱状図 172
図-155 A-2-3 ボーリング柱状図 172
図-156 A-2-4 ボーリング柱状図 173
図-157 A-2-5 ボーリング柱状図 173
図-158 A-2-6 ボーリング柱状図 174
図-159 A-2-7 ボーリング柱状図 174
図-160 A-2-8 ボーリング柱状図 175
図-161 A-2-9 ボーリング柱状図 175
表-17 浜浅内における被害調査記録表 176

4-2 中浅内
図-162 中浅内の地形・地質,住家被害,地盤変状
及び家屋配置図

192

図-163 A-59-5 ボーリング柱状図 193
図-164 A-60-2 ボーリング柱状図 193
図-165 A-60-3 ボーリング柱状図 194
図-166 A-2-12 ボーリング柱状図 194
図-167 A-2-16 ボーリング柱状図 195
図-168 A-2-17 ボーリング柱状図 195
図-169 A-2-18 ボーリング柱状図 196
表-18 中浅内における被害調査記録表 197

4-3 浅内
図-170 浅内における地形・地質,住家被害　地
盤変状及び家屋配置図

209

図-171 A-59-6 ボーリング柱状図 210
図-172 A-59-7 ボーリング柱状図 210
図-173 A-59-8 ボーリング柱状図 211
図-174 A-59-9 ボーリング柱状図 212
図-175 A-60-4 ボーリング柱状図 213
図-176 A-60-5 ボーリング柱状図 214
図-177 A-60-6 ボーリング柱状図 215
図-178 A-2-20 ボーリング柱状図 216
図-179 A-2-27 ボーリング柱状図 216
表-19 浅内における被害調査記録表 217

5 青森県西津軽郡鰺ヶ沢町
5-1 鳴沢地区川尻

図-180 鳴沢地区川尻のボーリング地点図 239
図-181 Ka-58-1 ボーリング柱状図 240
図-182 Ka-59-1 ボーリング柱状図 241
図-183 Ka-59-2 ボーリング柱状図 241
図-184 Ka-59-3 ボーリング柱状図 242
図-185 Ka-59-4 ボーリング柱状図 242
図-186 Ka-59-5 ボーリング柱状図 243
図-187 Ka-59-6 ボーリング柱状図 243
図-188 Ka-3-1 ボーリング柱状図 244
図-189 Ka-3-2 ボーリング柱状図 245
図-190 Ka-3-3 ボーリング柱状図 246
図-191 Ka-3-4 ボーリング柱状図 246
図-192 Ka-3-5 ボーリング柱状図 247
図-193 Ka-3-6 ボーリング柱状図 247
図-194 Ka-3-7 ボーリング柱状図 248
図-195 Ka-3-8 ボーリング柱状図 248
表-20 川尻における被害調査記録表 249

5-2 赤石
図-196 赤石のボーリング地点図 269
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図-197 Ak-59-1 ボーリング柱状図 270
図-198 Ak-59-2 ボーリング柱状図 271
図-199 Ak-59-3 ボーリング柱状図 272
図-200 Ak-59-4 ボーリング柱状図 272
図-201 Ak-59-5 ボーリング柱状図 273
図-202 Ak-59-6 ボーリング柱状図 273
図-203 Ak-59-7 ボーリング柱状図 274
図-204 Ak-59-8 ボーリング柱状図 274
図-205 Ak-3-1 ボーリング柱状図 275
図-206 Ak-3-2 ボーリング柱状図 275
図-207 Ak-3-3 ボーリング柱状図 276
図-208 Ak-3-4 ボーリング柱状図 276
図-209 Ak-3-5 ボーリング柱状図 277
図-210 Ak-3-6 ボーリング柱状図 277
図-211 Ak-3-8 ボーリング柱状図 278
図-212 Ak-3-9 ボーリング柱状図 278
図-213 Ak-3-10 ボーリング柱状図 279
図-214 Ak-3-11 ボーリング柱状図 279
図-215 Ak-3-12 ボーリング柱状図 280
図-216 Ak-3-13 ボーリング柱状図 280
表-21 赤石における被害調査記録表 281

6 青森県西津軽郡車力村
図-217 牛潟における調査対象区域区分図 345
図-218 富萢における調査対象区域区分図 346

6-1 牛潟
図-219 牛潟の地形・地質,住家被害,地盤変状図 347
図-220 U-58-1 ボーリング柱状図 348
図-221 U-59-1 ボーリング柱状図 348
図-222 U-59-2 ボーリング柱状図 349
図-223 U-59-5 ボーリング柱状図 349
図-224 U-61-4 ボーリング柱状図 350
図-225 U-61-5 ボーリング柱状図 350
図-226 U-61-6 ボーリング柱状図 350
図-227 U-61-7 ボーリング柱状図 351
図-228 U-61-8 ボーリング柱状図 351
図-229 牛潟内の家屋配置図 352
表-22 牛潟における被害調査記録表 353

6-2 太田光（オタッピ）　※大田光（オオタッピ）の
誤表記？

図-230 太田光の地形・地質,住家被害,地盤柱状 357
図-231 U-59-7 ボーリング柱状図 358
図-232 U-60-1 ボーリング柱状図 359
図-233 U-60-3 ボーリング柱状図 360
図-234 U-61-2 ボーリング柱状図 361
図-235 U-61-3 ボーリング柱状図 361
図-236 太田光内の家屋配置図 362
表-23 太田光における被害調査記録表 363

6-3 下牛潟
図-237 下牛潟の地形・地質,住家被害,地盤柱状 366
図-238 U-59-8 ボーリング柱状図 367
図-239 U-59-9 ボーリング柱状図 367
図-240 U-59-10 ボーリング柱状図 368
図-241 U-59-11 ボーリング柱状図 368
図-242 U-59-12 ボーリング柱状図 369
図-243 U-59-13 ボーリング柱状図 369
図-244 U-60-4 ボーリング柱状図 370
図-245 U-60-5 ボーリング柱状図 370
図-246 U-61-1 ボーリング柱状図 371
図-247 下牛潟内の家屋配置図 372
表-24 下牛潟における被害調査記録表 373

6-4 富萢（トミヤチ）Aブロック
図-248 富萢Aブロックの地形・地質,住家被害,地
盤変状図

377
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図-249 T-60-7 ボーリング柱状図 378
図-250 T-62-3 ボーリング柱状図 378
図-251 T-62-4 ボーリング柱状図 379
図-252 T-62-5 ボーリング柱状図 379
図-253 T-62-6 ボーリング柱状図 380
図-254 T-62-7 ボーリング柱状図 380
図-255 T-62-8 ボーリング柱状図 381
図-256 富萢Aブロックの測線図 382
図-257 A-A'およびC-C'地質断面図 383
図-258 富萢 Aブロック内家屋配置図 384
表-25 富萢Aブロックにおける被害調査記録表 385

6-5 富萢Bブロック
図-259 富萢Bブロックの地形・地質,住家被害,地
盤変状図

390

図-260 T-60-5 ボーリング柱状図 391
図-261 T-60-6 ボーリング柱状図 391
図-262 T-62-9 ボーリング柱状図 392
図-263 T-62-10 ボーリング柱状図 392
図-264 T-62-11 ボーリング柱状図 392
図-265 T-62-12 ボーリング柱状図 393
図-266 T-62-13 ボーリング柱状図 393
図-267 富萢Bブロック内の家屋配置図 394
表-26 富萢Bブロックにおける被害調査記録表 395

6-6 富萢Cブロック
図-268 富萢Cブロックの地形・地質,住家被害,地
盤柱状図

399

図-269 T-60-1 ボーリング柱状図 400
図-270 T-60-2 ボーリング柱状図 401
図-271 T-60-3 ボーリング柱状図 402
図-272 T-60-4 ボーリング柱状図 402
図-273 T-62-1 ボーリング柱状図 403
図-274 T-62-2 ボーリング柱状図 403
図-275 富萢Cブロック内の家屋配置図 404
表-27 富萢Cブロックにおける被害調査記録 405

6-7 6-1~6-6区域外のボーリング柱状図(図-217
参照)

図-276 U-59-3 ボーリング柱状図 409
図-277 U-59-4 ボーリング柱状図 409
図-278 U-59-6 ボーリング柱状図 409
図-279 U-60-2 ボーリング柱状図 410
付図 ボーリング位置図 411
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